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学部・学科トレンドデータとは

✓全国約5000件の学部・学科の、系統ごとの志願状況の集計
（学部・学科系はリクルート独自分類）

✓1992年から概ね4年ごとに集計

✓毎回の分析はリクルートカレッジマネジメントで紹介
今回は最新の集計結果を232号（4月号）に掲載

✓約5000学科のうち、単一の系統で成り立っている「単独分野」と、
複数の系統の組み合わせで成り立っている「複合分野」に分けて分析・考察



データの見方：単独と複合

・国公私設置の学科数は5180（単独分野 3485学科、複合分野 1695学科）

・近年は定員比率・志願者比率ともに単独：複合≒7:3で推移



データの見方：ライフサイクル図

縦軸に志願者数
横軸に募集定員数

成長期：定員増・志願者増

成熟期：定員増・志願者増の幅が5%以内

衰退期：定員増・志願者減

撤退期：定員減・志願者減

再成長予兆期：定員減・志願者増 と定義

単独分野は「ライフサイクル図」でトレンドをまとめている



２） 特徴的な単独分野：社会・マスコミ系統（社会学を除く）

注目ポイント：情報学の変遷

■1992年→1996年
成長期でマーケット拡大

■2018年以降
再度成長期に転じる

（背景）
1995年 Windows95日本販売開始
2017年以降 データサイエンス人材需要



単独78分野の動向（2018-2021）

近年は「衰退期」「撤退期」が多く、
・18歳人口減少の影響 ・コロナ禍の影響 ・単独分野で志願者を増加させることが難しい状況
・募集が厳しくなった分野を複合化している状況 が垣間見える



単独分野の経年推移：増加

個別校の改革以上に、社会情勢や景況感が志願動向に大きな影響を及ぼすファクター
景況感減速→志願動向は「理高文低」「国家資格系人気」
景況感改善→志願動向は「社会科学系人気」



単独分野の経年推移：減少

個別校の改革以上に、社会情勢や景況感が志願動向に大きな影響を及ぼすファクター
景況感減速→志願動向は「理高文低」「国家資格系人気」
景況感改善→志願動向は「社会科学系人気」



複合分野の推移：2008年－2012年

この時期の特徴
・隣接領域での複合が多い
・新増設が占める割合が大きい



複合分野の推移：2015年－2018年

この時期の特徴
・単独分野でも増加している分野が複合でも多く登場
・情報工学の複合が増加



複合分野の推移：2019年‐2021年

この時期の特徴
・工学（エンジニアリング）領域での複合が多い
・引き続き情報工学の複合も多い



複合分野：近年人気の複合分野（メガトレンド）

注目ポイント：
データサイエンス、グローバル・国際は
志願者数は増加しているが
募集定員数の伸びが鈍い

データサイエンスはまだ設置が多くない

グローバル・国際は
既存学科の教育内容を
グローバル化する動きが主流



新増設マーケット：単独分野の累計設置数上位ランキング（2008-2021）

・医療系が上位3位を占める。毎年の設置数も多く人気。



・隣接分野での複合が目立つ
1位教育学×保育・児童学、2位スポーツ学×健康科学、3位栄養・食物学×健康科学
・トレンド分野の複合が散見される→今後も志願ニーズは高い状態か
高齢化を背景に多様化する健康科学、テクノロジーの進化に伴い人材ニーズが高い情報関連分野、
ロボティクスやモビリティ等を包含するシステム・制御工学 など

新増設マーケット：複合分野の累計設置数上位ランキング（2008-2021）



全体を通してまとめ

✓単独分野を見ると近年は「衰退期」「撤退期」の割合が多くなっており、コロナ禍
でその傾向が加速

✓単独分野だけでは立ち行かなくなった分野同士の複合、社会ニーズを反映した
分野では複合化が進む

✓メガトレンド領域では特に、募集定員拡大の速度よりも志願者拡大の速度が
上回った

✓一方で社会ニーズの高い領域の状況が押しなべて良いわけではなく、タイムラグ
があることがうかがえる



ご興味のある方は是非カレッジマネジメント232号（4月発行）の
巻末データ集をご覧ください！



高校・大学の取り組み事例等はHPに掲載しています。

「リクルート進学総研」

リクルート進学総研


